
 

 

 

 

スポット展示「新春を祝う―南紀男山焼の優品、染付松竹梅図大徳利―」 

 まもなく新年を迎えるのにあたり、染
そめ

付
つけ

で松竹梅を大胆に描いた大徳利を展示いたしま

す。 

高さ４０センチをこえる大型の徳利いっぱいに枝を広げる梅と松に、竹の葉をあしらう本

作は、いかにもめでたい印象を受ける、新年にふさわしい作品です。また、南紀男山焼では、

同様の作例のみに確認されている特徴として、底面に「南紀男山」の銘にくわえ、連綿不断

や長久不断を象徴する中国で非常に好まれた吉
きっ

祥
しょう

文
もん

様
よう

の盤
ばん

長
ちょう

が施されています。 

本作は松竹梅や盤長などの吉祥の意味が込められたモチーフを描き、優れた造形をもつこ

とから、献上品など特別な意図をもって製作されたと考えられる、南紀男山焼を代表する作

品です。 

堂々たる大きさの迫力や、精巧な絵付けなどを、ぜひ実物をご覧になって体感いただけれ

ばと思います。つきましては、下記の通り展示いたしますので、お知らせいたします。 

 

【タイトル】スポット展示「新春を祝う―南紀男山焼の優品、染付松竹梅図大徳利―」 

【展示資料】南
なん

紀
き

男
おとこ

山
やま

焼
やき

 染
そめ

付
つけ

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

図
ず

大
おお

徳
と

利
くり

 １口 （和歌山県立博物館蔵）  

【会  期】令和２年１２月２５日(金)～令和３年１月２４日(日) 

【会  場】和歌山県立博物館 ２階 学習室スポット展示コーナー 

【開館時間】９時３０分～１７時（入館は１６時３０分まで） 

【休 館 日】月曜日(但し、１月１１日(月・祝)は開館し、１２日(火)は休館します)、       

年末年始(１２月２８日～１月４日) 

【料  金】無料（ただし、常設展示室・企画展示室へ入室される場合は入館料が必要） 

【担 当 者】学芸員 新井美那 

                〒640-8137 和歌山市吹上一丁目４－１４ 

(TEL:073-436-8684／E-mail:admin@hakubutu.wakayama-c.ed.jp) 

（※資料カラー画像を提供できます。上記メールアドレスに、その旨ご連絡下さい。） 

 

 

令和 ２ 年 12 月 24 日 

資  料  提  供 

担当課(室) 県立博物館 

担当班･係 学芸課 

担 当 者 学芸員 新井美那 

電   話 073-436-8684(学芸課) 

同、底面 
「南紀男山」銘、 
盤長紋様 

南紀男山焼 染付松竹梅図大徳利 

（和歌山県立博物館蔵） 
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